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お知らせ

市民税課 ☎（235）8594
市民相談課 ☎（235）4567

農業委員会事務局 ☎（235）4907

健康推進課  ☎（235）7880

今年度の市・県民税納税通知書を６月
上旬に送付します。給与特別徴収の税
額決定通知書は、５月下旬に勤務先を
通じて渡します。３月16日以降に令和
３年分の確定申告をし、申告内容を反
映した税額変更通知書が送付された場
合は、国民健康保険税や各種保険料な
どに影響することがあります。

４月１日から成年年齢が18歳に引き
下げられました。成年になると親の同
意なく契約ができるようになります。
消費生活に関する疑問や不安は消費生
活センター（☎292・1000）へ相談し
てください。

農地を守るため、市内全農地の巡回パ
トロールを行っています。農業委員な
どが調査のために農地に立ち入る場合
があります。ご理解とご協力をお願い
します。耕作放棄地は近隣へ悪影響を
及ぼす可能性があります。所有者は除
草や病害虫の駆除など、適正な管理を
お願いします。

骨髄などの提供者（ドナー）の通院・入
院と、ドナーが勤務する事業所に上限
7日間の助成金を交付します。
対①～④の要件を全て満たすドナーと
事業所。①令和３年４月以降に骨髄な
どの提供を行った②勤務先にドナー休
暇制度がない③提供した日に市内に住
民登録がある④同様の趣旨の助成を受
けていない内【ドナー】１日２万円【事
業所】１日１万円申提供を完了した翌
日から１年以内に、申請書を直接健康
推進課へ。申請書は同課で配布のほか、
市ホームページからダウンロード可

市・県民税
納税通知書などを送付

５月は消費者月間
「考えよう!  大人になると
できること、気を付けること」
～18歳から大人に～

農地パトロール実施中

骨髄などの移植を推進
ドナーとドナーの勤務先に
助成金を交付

新型コロナウイルス感染防止のため、本誌掲載のイベント・講座などは、変更・中止する場合があります。

城山ダム管理事務所  
☎042（782）2831

５月12日㈭・13日㈮に、ダム放流に
よる事故防止のための洪水対応演習
を行います。当日は、市内の警報所か
らスピーカー放送やサイレンなどが
流れます。実際の放流は行いませんの
で、お間違えのないようご注意くださ
い。なお、大雨の時は中止になる場合
があります。

城山ダム洪水対応演習

募　　集

住宅政策審議会委員

スズメバチ類の巣
除去処理費を一部助成

「市民文化芸術祭」
舞台・展示部門の出演・出展者

住宅まちづくり課 ☎（235）9606

環境政策課 ☎（235）4912

文化スポーツ課 ☎（235）4797

住宅政策や市営住宅の運営などを調
査・審議します。詳細は、市ホーム
ページをご覧ください。
任７月１日～令和６年６月30日（２年
間）対市内在住の18歳以上（令和４年７
月１日時点）で、条件を満たす方定１人 
申応募用紙と小論文（800字程度、テー
マ「これからの住宅政策に求めること」）
を、郵送または直接住宅まちづくり課
へ。用紙は同課で配布のほか、市ホー
ムページからダウンロード可。５月16日
㈪必着他報酬は日額8,700円

スズメバチ類の巣を市の登録業者に依
頼して除去したときの処理費用を一部
助成します。上限は１万1,000円です。
詳細は、環境政策課へ問い合わせまた
は市ホームページをご覧ください。
対市内在住または市内に土地・家屋を
所有している方、マンション管理組合の
代表者申除去処理後、申請書などを環
境政策課へ。書類は登録業者から配布

10月に開催する「市民文化芸術祭」の
舞台部門の出演者と展示部門の出展者
を募集します。

ジャンル 開催日（10月）
舞
台
部
門

洋舞・
フラダンス 15日㈯・16日㈰

邦舞・詩吟 22日㈯・23日㈰

展
示
部
門

写真   3日㈪ ～ 9日㈰
書道   8日㈯・  9日㈰
美術 10日㈪㈷～23日㈰

園芸・文芸
15日㈯・16日㈰
22日㈯・23日㈰

伝承文化 22日㈯・23日㈰
華道 29日㈯・30日㈰

場文化会館・市民ギャラリー対市内在
住・在勤・在学の方と市内で活動して
いる団体費１人200円／学生100円

（高校生以下無料）主市・海老名市文化
芸術協会申５月２日㈪から、申込用紙
を直接文化スポーツ課へ。用紙は同課
で配布のほか、市ホーム
ページからダウンロー
ド可。31日㈫締め切り
他代表者は６月と９月に
説明会への出席が必須

ダウンロード
ページ
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広報えびな 点字版・音声版 
障がい福祉課 ☎（235）4813

広報の文字が見えにくい方にお送
りします。

本誌４月15日号16頁
ページ

「健やかえびな」
について、次のとおり訂正します。
•	「血圧の正常値は120～80といわ
れ、重さで表すと１㎠あたり80は
約100g、120は約160gです。」
•	「心臓は１拍ごとに１㎠あたり100
～160gの重りを」
•	「血管の壁は１拍ごとに１㎠あたり
100～160gの圧力で」


